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※事務局記入欄 

№ B-47 

【様式２】 

部門名：働き方改革実践部門 エントリー名：香川県三豊市立勝間小学校 

活動名：「ONE TEAM」への挑戦 ～働き方改革で学校を活性化する～ 

解決すべき課題  

社会は大きく変化しているにもかかわらず、学校教育への期待（要求）は変わるどころか、より膨れあがってきて
いる。子どもたちに対して魅力ある教育活動を行うためには、教職員の働き方や学校の勤務環境などを含め、
学校が果たすべき役割を、これまでの前例や伝統に縛られることなく見直していくことが求められる。そして、学
校・家庭・地域がそれぞれの役割を果たし、一体（チーム）となって子どもたちを見守っていく必要がある。 

目標・方針 

いきなりの大改革ではなく、昨年度途中から試行的に実践したことを検証しながら、令和元年を「働き方改革
元年」と位置付けた。そして、「校長がリーダーシップを発揮する」ことを基盤としつつも、教職員や保護者の声を
参考にしながら、トップダウンではなくボトムアップの改革をめざそうとした。その際、「愛言葉」（スローガンなど）を
効果的に使い、児童・教職員・保護者に「ONE TEAM」の意識をもたせることで、やりがいや生きがい、所属感
を感じさせ、学校の活性化につなげようとした。＜資料 1＞ 

活動内容 

１ 「プロジェクトＳＳ（September Start）」を始動し、これまでの教育活動を見直す。（H30.８～） 
 ・教育課程や行事等について、夏季休業中に教職員の意見をまとめ、「２学期から変えること」「次年度から

変えること」「変えないこと」に仕分け、段階的に改革を行うことにする。 
 ・「教育計画」に替わるものとして、「教育活動 365 日」を作成し、半年かけて見直す。＜資料２＞ 
２ 「０学期制」を導入し、年度当初の多忙感を解消する。（H31.1～３） 
 ・児童会専門委員会や異学年色別チームグループ編成などを３学期に行い、次年度担任に引き継ぐ。 
３ 「働き方改革プラン｣＜資料３＞を策定するとともに、魅力ある学校づくりを推進する。（H31.4～） 
 ・働きやすい環境づくりや教職員の意識を変えるために、「ハード面」「ソフト面」両面からの改革を進めていく。 
 ・｢働き方改革プラン｣を PTA 総会等で、保護者や地域の人にも説明し、理解・協力を得る。 

活動の成果 

・教職員の自己評価やストレスチェックなどの結果から、仕事にやりがいを感じている者の割合が増えてきた。 
・｢勤怠カード｣の集計結果から、時間外勤務時間の割合が徐々に少なくなってきている。＜資料４＞ 
・１学期保護者アンケートの結果から、学校評価の数値が高くなり、肯定的な意見が増えてきた。 
・教職員にゆとりが生まれ、子どもたちに任せる場面が多く見られるようになり、学校が活性化してきた。 

アピールポイント（アイディアや工夫） 

・職員室改造の際に、入り口に勤怠カードを設置し、勤務状況の“見える化”と習慣化を図る。＜資料５＞ 
・教職員の意識改革を行うために、教職員を“その気にさせる”ための様々な工夫を行う。 

＊教職員全員の名刺を作成し、4/1 の職員会で一人一人に手渡しながら、担任や分掌をお願いする。 
＊学校通信「紅」や校長通信「SHARE」を使って、先生方の活躍の場面を紹介する。＜資料６＞  
＊行事前には、「職員室道徳」を実施し、心情面に訴える。（命令形でなく、肯定形で話す） 

・チームの一体感や達成感を味わわせるために、「ポーズ」（バンザイ・WIN ポーズ）を効果的に活用する。 
 

＜資料 1＞ 学校教育目標＆スローガン      ＜資料 2＞ 「教育活動３６５日」 （５年） 

 

 

 

 
 

＜資料３＞ 「チーム勝間」 働き方改革プラン 

 

＜資料４＞ 時間外勤務時間の割合（勤怠カード集計結果） ※目標 22.8 以下（午後７時退勤） 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜資料５＞ 職員室改造作戦              ＜資料６＞ 校長通信（体育祭 version） 

 

 

 

 

 


